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研究要旨 
HIV 検査情報の効果的な普及啓発手段の一つであるインターネットを活用して、保健所等 HIV 検査

相談施設情報や HIV/エイズの基礎知識などを継続的に提供することにより、HIV/エイズの知識普及や

理解促進、HIV 検査希望者への受検サポートを目的としたウェブサイト「HIV 検査･相談マップ」

（https://www.hivkensa.com）の管理運営を行った。本サイトの情報提供効果を調査するため、アクセ

スアナライザーで利用状況の解析を行うとともに、保健所等 HIV 検査担当者へのアンケート調査を行っ

た。また、2020 年以降、新型コロナウイルス感染症の流行により保健所等 HIV 検査事業の中止・縮小

が継続していることから、事業の縮小に伴う影響等を調査した。 
2022 年の年間サイトアクセス数は 112 万件であり、前年と比較して 8％の増加となった。その要因と

しては、新型コロナウイルス感染症の流行が 2022 年も続いたが、3 月にまん延防止等重点措置が終了

となり行動制限が緩和されたこと、また、梅毒感染者数の急増により、梅毒関連報道が増加したことか

ら、当サイトの閲覧数が増加したと考えられた。2022 年の保健所等 HIV 検査の中止・縮小割合は、感

染流行の第 7 波の収束および全数把握の見直しにより、10 月以降は自治体数で 25%、施設数で 14%に

まで低下し、HIV 検査事業の再開が進んでいると思われた。 
当サイトへのアクセス方法は検索エンジン経由が 87％、直接アクセスが 9％であった。2022 年に検

索エンジンから当サイトにアクセスする際に多く使用された検索用語は、「性病 症状」、「HIV」、「エイ

ズ」、「梅毒」、「HIV 検査」の順で、これらの用語での検索エンジンでの平均掲載順位は 1.1～6.8 であっ

た。サイトコンテンツのページビュー数は「これって、性感染症？」、「HIV・エイズって何？」、「トッ

プページ」、「梅毒って、なに？」の順で多く、梅毒関連報道の増加に伴い性感染症情報ページの閲覧数 
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A.研究目的 

インターネットを介して保健所等HIV検査相

談施設の検査情報やHIV/エイズの基礎知識など

を継続的に提供し、検査希望者への情報提供と受

検サポート、HIV/エイズの理解促進を目的とした

ウェブサイト「HIV検査･相談マップ」

（https://www.hivkensa.com）の管理運営を行っ

た。また、本サイトの情報提供効果を調査するた

め、アクセス解析や保健所等職員へのアンケート

調査を行い、当サイトが有効利用されているかを

評価した。2020年1月の新型コロナウイルス感染

症流行以降、本年度も流行が継続しており、保健

所等HIV検査の中止・縮小が続いたことから、検

査の事業縮小に伴う影響等も調査した。 

 

B.研究方法 
1．新規情報掲載、情報修正作業 

保健所等HIV検査相談施設で実施されている

常設検査の情報や不定期に実施される検査イベ

ントの情報、また、HIV/エイズに関する基礎知識 

等について、ウェブサイト「HIV検査・相談マッ

プ」に掲載し、情報提供を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PCサイトは2001年9月、携帯電話サイトは2003

年4月に開設し、2009年10月にはPCサイトおよび

携帯電話サイトのリニューアル、2013年はスマー

トフォンサイトを開設し、2019年6月にはPCサイ

トとスマートフォンサイトについてトップペー

ジ操作性向上のためのレイアウト変更を行った。

2021年3月にはサイトの全面リニューアルとして、

コンテンツ管理システム（CMS）の変更および新

規デザインの作成を行い、レスポンシブ対応のリ

ニューアルサイトを公開するとともに、携帯電話

サイトの運用を終了した。 

定期更新作業としては、2023年3月に新年度の

検査日程等の情報確認のため、自治体156箇所お

よび医療機関47箇所に新年度情報確認依頼文書

を送付し、3月中旬から修正作業を順次実施した。

また通年の作業として、検査施設の新規掲載、掲

載情報修正および検査イベント情報の掲載等を

行った。 

 

2．新型コロナウイルス感染症拡大に伴う自治体

HIV検査の実施状況調査 

 2020年1月に新型コロナウイルスの国内初感染

事例の報告があり、感染拡大により2020年4月以

も増加したと思われた。 

保健所等への HIV 検査相談に関するアンケート調査では、当サイトを閲覧したことがある担当者は保

健所で 90％、特設検査施設で 100％、新型コロナウイルス感染症による HIV 検査日程の変更・中止に

ついて当サイトに修正依頼をした担当者は保健所で 21%、特設検査施設で 59%、当サイトが HIV 検査

相談事業に役立っていると回答した担当者は保健所で 63％、特設検査施設で 88％であった。保健所担

当者は当サイトを閲覧したことはあるが、新型コロナウイルス感染症対応による HIV 検査の中止・縮小

等により、当サイトの HIV 検査相談事業への役割が認識しづらかったと思われた。 

2001 年に HIV 検査研究班の公式サイトとして開設以来、2022 年末までに合計 2,662 万件のアクセス

があった。当サイトは保健所等 HIV 検査相談施設の情報を多く掲載しており、自治体の HIV/エイズ情

報サイト、日本赤十字社の献血者への配布文書、NPO・民間企業等が作成する啓発用パンフレットなど

で多方面に紹介され、行政的にも有効活用されている。今後も正確で信頼される HIV 検査情報を提供し

ていくとともに、HIV/エイズの理解促進と、検査希望者の受検アクセス向上に寄与したい。 
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降、3回の緊急事態宣言が発令された。2022年も

流行が継続し、3月にはまん延防止等重点措置が

終了となり行動制限が緩和されたが、7月には第7

波が生じて9月に収束、再び12月から第8波が生じ

た。サイト上に自治体HIV検査を受検する際の注

意事項をポップアップで表示させるとともに、流

行状況により変更されるHIV検査日程等をイン

ターネット上の全国自治体サイトのHIV検査情

報ページで閲覧調査し、随時情報修正作業を行っ

た。また、検査中止または縮小の措置を行った自

治体やHIV検査施設数の調査を行った。 

 

3．サイト利用状況の調査 － Web解析－  

本サイトのアクセス解析には「Google 

Analytics」および「検索順位ツールGRC」を用

いて、①サイトアクセス数（年別、月別、日別）、

②情報端末別アクセス数、③新規・リピーター割

合、④チャネル別アクセス割合、⑤検索エンジン

（Google）での検索クエリ別順位、⑥参照元から

のアクセス数、⑦サイトコンテンツのページビュ

ー数、⑧アクセス地域およびアクセス言語、⑨外

国語ページのページビュー数を調査し、利用者の

動向およびHIV/エイズ関連報道によるアクセス

数の影響等を解析した。 

 

4．サイト活用状況の解析 － アンケート調査 － 

HIV 検査・相談体制に関する調査（研究分担者 

土屋菜歩先生）において、保健所および特設検査

施設の HIV 検査担当者に対し、当サイトの利用

状況や HIV 検査相談事業への活用等に関するア

ンケート調査を実施した。 

 

C.研究結果 

1．新規情報掲載、情報修正作業の状況 

2022年は保健所等HIV検査相談施設661箇所の

検査情報の掲載を行い、検査イベント情報依頼

113件、情報修正依頼285件の更新作業を行った

（図1）。新規内容の掲載としては、2022年6月に

抗体確認検査のウェスタンブロット法試薬の販

売が終了となり、新しい抗体確認検査のイムノク

ロマト法試薬（Geenius HIV 1/2）が販売となっ

たことから、その情報提供を行った。また、2022

年の梅毒患者急増への対応として、トップページ

の「その他の性感染症について」の箇所に研究班

で作成した梅毒啓発冊子「もしかして梅毒！？」

のPDFの掲載を行った。 

 

2．新型コロナウイルス感染症拡大に伴う自治体

HIV検査の実施状況調査 

新型コロナウイルス感染症拡大による保健所

業務量の増加により、保健所・特設検査施設の

HIV 検査の中止が続いていることから、2020 年

4月よりサイト上に自治体HIV検査を受検する際

の注意事項をポップアップで表示し、2023 年 3

月時点も注意喚起を継続させた。また、流行状況

により変更される自治体 HIV 検査日程等につい

て、当サイトに掲載中の情報を随時修正するため

に、インターネットで公開されている全国自治体

サイトの HIV 検査情報を閲覧調査し、随時修正

を行った。またその際、検査中止・縮小措置を行

った自治体数を集計したところ、2022 年で HIV

検査を中止または縮小した自治体数での割合は、

3 月末時点で 48％、5 月末時点で 37％、9 月末時

点で 44％、12 月末時点で 25％であった。HIV 検

査施設数での割合は、3 月末時点で 25％、5 月末

時点で 19％、9 月末時点で 26％、12 月末時点で

14％であった。3 月末時点で自治体の中止・縮小

割合が 6割を超えていた東海ブロックと関東甲信

越ブロックでは、4 月に流行が収束した後、中止・

縮小割合が一旦低下したが、7 月からの第 7 波で

再度、中止・縮小割合が高くなった。しかし、第

7 波の収束や 9 月 26 日からの全数届出の見直し
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により変更される自治体 HIV 検査日程等につい

て、当サイトに掲載中の情報を随時修正するため

に、インターネットで公開されている全国自治体

サイトの HIV 検査情報を閲覧調査し、随時修正

を行った。またその際、検査中止・縮小措置を行

った自治体数を集計したところ、2022 年で HIV

検査を中止または縮小した自治体数での割合は、

3 月末時点で 48％、5 月末時点で 37％、9 月末時

点で 44％、12 月末時点で 25％であった。HIV 検

査施設数での割合は、3 月末時点で 25％、5 月末

時点で 19％、9 月末時点で 26％、12 月末時点で

14％であった。3 月末時点で自治体の中止・縮小

割合が 6割を超えていた東海ブロックと関東甲信

越ブロックでは、4 月に流行が収束した後、中止・

縮小割合が一旦低下したが、7 月からの第 7 波で

再度、中止・縮小割合が高くなった。しかし、第

7 波の収束や 9 月 26 日からの全数届出の見直し

 

 

により、10 月以降は低下に転じた。全国的にみて

も、10 月以降は自治体数で 25%、施設数で 14%

にまで低下した（図 2-5）。 

 

3．サイト利用状況の調査 － Web 解析－ 

PC サイト、スマートフォンサイトおよび携帯

電話サイトでの 2001 年からの合計アクセス数は

約 2,662 万件となった（図 6）。2022 年の年間サ

イトアクセス数は 112 万件であり、前年と比較し

て 8％の増加となった。情報端末別にみると、ス

マートフォンからのアクセス数が95万件であり、

総アクセス数の 85％を占めた（図 7）。2022 年の

月別アクセス数は、1～6 月は過去 4 年間の同月を

下回り横ばいに推移したが、7 月以降は 2021 年

を上回り、2020 年の同月のアクセス数にまで戻

った（図 8）。日別アクセス数では、7 月 8 日に

12,631 件のアクセスがあり、「これって性感染

症？」ページの閲覧数の増加が見られ、9 月 4～5

日は一日あたり 8,000 件前後のアクセス数があり、

「HIV・エイズって何？」ページの閲覧数の増加

が見られた（図 9）。訪問者別割合は、新規訪問者

が 89％、リピーターが 11％であった（図 10）。

チャネル別のアクセス割合では、検索エンジンか

らのアクセスが 87％、直接アクセスが 9％、他サ

イトからのアクセスが 4％、SNS からのアクセス

が 0.4％であった（図 11）。 

検索エンジン（Google）における検索クエリ別

の月別検索順位をみたところ、「HIV」では上半

期（1～6 月）で 4～8 位、下半期（7～12 月）で

1 位、「エイズ」では上半期で 4～11 位、下半期で

2 位、「AIDS」では上半期で 5～17 位、下半期で

4～5 位、「性病」では、上半期で 4～30 位、下半

期で 4～5 位、「梅毒」では上半期で 15～52 位、

下半期で 4～5 位で推移した。「HIV」、「エイズ」、

「AIDS」と「検査」の用語の組み合わせ、また、

「HIV」と「test」の用語の組み合わせではすべ

て 1 位に表示された。「HIV」、「検査」、「キット」

の用語の組み合わせでは、上半期で 6～13 位、下

半期で 5～7 位であった（図 12）。 

検索エンジン（Google）での検索に用いられた

クエリ別の順位を 10 位まで調査したところ、

2022 年に検索エンジンで当サイトを閲覧する際

に一番多く使用された検索用語は「性病 症状」

であり、以下、「HIV」、「エイズ」、「梅毒」、「HIV

検査」と続いた。これらの用語での検索エンジン

での平均掲載順位は 1.1～6.8 であった。また、10

位以内の検索用語の平均掲載順位でも 1.1～7.3

であった（図 13）。 

参照元からのアクセス数を見たところ、Google

検索からが最も多く約 75 万件、Yahoo! JAPAN

検索からが約 20 万件、直接アクセスが約 11 万件

であった（図 14）。  

サイトコンテンツのページビュー数の閲覧数

は 194 万件で、一番よくみられたページは「これ

って、性感染症？」で約 30 万ページビュー、2

位が「HIV・エイズって何？」ページで約 24 万

ページビューであった（図 15）。 

検査・相談施設別ページビュー数では、「chot 

CAST（大阪検査相談・啓発・支援センター）」が

最も多く、次いで「東京都新宿東口検査・相談室」、

「神戸市保健所」、「札幌市中央保健センター」、

「福岡市博多区保健福祉センター」と続いた（図

16）。 

当サイトへのアクセス地域は、日本からが88万

人、米国3,078人、中国2,217人であった。アクセ

ス言語では、日本語が87万人、英語が22,067人、

中国語が4,715人であった（図17）。外国語ページ

（英語、スペイン語、タイ語、タガログ語、ベト

ナム語、ポルトガル語、韓国語、中国語およびや

さしい日本語）のページビュー数は、英語ページ

が4,751件、ベトナム語が2,023件、やさしい日本

語が1,095件、中国語が892件であった（図18）。 

169



 

 

4．サイト活用状況の解析 － アンケート調査 － 

全国保健所および特設検査施設に対して実施

した HIV 検査相談に関するアンケート調査にお

いて、当サイトの利用状況や HIV 検査相談事業

への貢献度に関する質問を HIV/エイズ対策担当

者に質問した。「当サイトを閲覧したことがある

か」の設問に対しては、「ある」との回答は保健

所 90%、特設検査施設 100％（図 19）、「新型コ

ロナウイルス感染症により HIV 検査日程が変

更・中止になった際に当サイトに修正依頼を送っ

たか」の設問では、「はい」の回答は保健所 21%、

特設検査施設 59％（図 20）、「当サイトが事業に

役立っていると思うか」の設問では、「思う」の

回答は保健所 63%、特設検査施設 88％であった

（図 21）。 

 

D.考察 

2022年のサイトアクセス数は 112万件であり、

前年と比較して 8％の増加となった。その要因と

しては、2020 年 1 月以降の新型コロナウイルス

感染症流行が 2022 年に入ってからも継続したが、

3 月にまん延防止等重点措置が終了となり行動制

限が緩和されたこと、また、梅毒感染者数の急増

により、梅毒関連報道が増加したことから、当サ

イトの閲覧数が増加したと考えられた。2022 年

の保健所等 HIV 検査の中止・縮小割合は、感染

流行の第 7波の収束および全数把握の見直しによ

り、10 月以降は自治体数で 25%、施設数で 14%

にまで低下した。 

2022 年も新型コロナウイルス感染症対応よる

保健所業務量の増加により保健所等 HIV 検査の

中止・縮小が続いた。4 月に流行が収束した後、

中止・縮小割合が一旦低下したが、7 月からの第

7 波で再度、中止・縮小割合が高くなった。しか

し、第 7 波の収束や 9 月 26 日からの全数届出の

見直しにより、10 月以降は低下に転じた。全国的

にみても、10 月以降は自治体数で 25%、施設数

で 14%にまで低下し、保健所等 HIV 検査の再開

が見られた。2023 年 5 月 8 日から感染症法にお

ける新型コロナウイルス感染症の位置づけが 5類

に移行されるのに伴い、HIV 検査事業の再開状況

がどのように推移するのか把握に努めたい。 

情報端末別アクセス数では、スマートフォンか

らのアクセス数が 95 万件と総アクセス数の 85％

を占めており、スマートフォンでの表示を主とし

たサイト構成が重要と思われた。 

チャネル別のアクセス割合では、検索エンジン

からのアクセスが 87％、直接アクセスが 9％、他

サイトからのアクセスが 4％、SNS からのアクセ

スが 0.4％であり、SNS からのアクセス割合が依

然として少ないことが分かった。新サイト作成時

に SNS で当サイト情報を共有してもらいやすい

よう、シェアボタンの配置などを考慮したが、さ

らに利用しやすい方法を検討する必要がある。 

2022 年に検索エンジンで当サイトを閲覧する

際に一番多く使用された検索用語は「性病 症状」、

「HIV」、「エイズ」、「梅毒」、「HIV 検査」であり、

サイトコンテンツのページビュー数は「これって

性感染症？」、「HIV・エイズって何？」、「トップ

ページ」、「梅毒って、なに？」であった。2022

年は梅毒感染者数が急増して梅毒関連報道が多

くなったことから、性感染症情報ページ閲覧数も

増加したと思われた。 

参照元からのアクセス数は検索サイトからが

ほとんどを占めたが、Twitter リンクからのアク

セスも見られた。今後、SNS リンクからのアクセ

ス数を増加させる方法を考えたい。 

外国語ページのアクセス数は、2019 年はやさ

しい日本語 21,063 件・英語ページ 12,817 件・ベ

トナム語 2,389 件・中国語 2,367 件、2020 年は

やさしい日本語 13,417 件・英語ページ 8,114 件・

ベトナム語 1,816 件・中国語 1,504 件、2021 年
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り、10 月以降は自治体数で 25%、施設数で 14%

にまで低下した。 
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からのアクセスが 87％、直接アクセスが 9％、他

サイトからのアクセスが 4％、SNS からのアクセ

スが 0.4％であり、SNS からのアクセス割合が依

然として少ないことが分かった。新サイト作成時

に SNS で当サイト情報を共有してもらいやすい

よう、シェアボタンの配置などを考慮したが、さ

らに利用しやすい方法を検討する必要がある。 

2022 年に検索エンジンで当サイトを閲覧する

際に一番多く使用された検索用語は「性病 症状」、

「HIV」、「エイズ」、「梅毒」、「HIV 検査」であり、

サイトコンテンツのページビュー数は「これって

性感染症？」、「HIV・エイズって何？」、「トップ

ページ」、「梅毒って、なに？」であった。2022

年は梅毒感染者数が急増して梅毒関連報道が多

くなったことから、性感染症情報ページ閲覧数も

増加したと思われた。 

参照元からのアクセス数は検索サイトからが

ほとんどを占めたが、Twitter リンクからのアク

セスも見られた。今後、SNS リンクからのアクセ

ス数を増加させる方法を考えたい。 

外国語ページのアクセス数は、2019 年はやさ

しい日本語 21,063 件・英語ページ 12,817 件・ベ

トナム語 2,389 件・中国語 2,367 件、2020 年は

やさしい日本語 13,417 件・英語ページ 8,114 件・

ベトナム語 1,816 件・中国語 1,504 件、2021 年

 

 

は英語ページ 5,307 年・やさしい日本語 3,605

件・ベトナム語 1,384 件・中国語 816 件、2022

年は英語ページ 4,751 件・ベトナム語 2,023 件・

やさしい日本語 1,095 件・中国語 892 件であり、

訪日外国人観光客の入国制限により閲覧数が減

少していると思われた。2022 年 10 月 11 日に外

国人の新規入国制限の見直しがあったことから、

今後の動向を注視したい。 

保健所等への HIV 検査相談に関するアンケー

ト調査では、当サイトを閲覧したことがある担当

者は保健所で 90％、特設検査施設で 100％、新型

コロナウイルス感染症による HIV 検査日程の変

更・中止について当サイトに修正依頼をした担当

者は保健所で 21%、特設検査施設で 59%、当サイ

トが HIV 検査相談事業に役立っていると回答し

た担当者は保健所で 63％、特設検査施設で 88％

であった。保健所担当者は当サイトを閲覧したこ

とはあるが、新型コロナウイルス感染症対応によ

る HIV 検査中止・縮小等により、当サイトの HIV

検査相談事業への役割が認識しづらかったと思

われた。今後、保健所検査が再開した際の動向に

注視したい。 

当サイトは HIV 検査研究班の公式サイトとし

て 2001 年に開設し、2022 年末までに約 2,662 万

件のアクセスがあった。全国の保健所等 HIV 検

査相談施設の情報を提供するとともに、HIV/エイ

ズ情報提供ページとしても機能している。また、

当サイトは自治体の HIV/エイズ情報媒体、日本

赤十字社の献血者への配布文書、啓発用パンフレ

ット等、多方面で紹介され、行政的にも有効活用

されている。今後も正確で最新の HIV 検査情報

を提供していくとともに、更なる HIV/エイズの

理解促進と、受検アクセスの向上に寄与していき

たい。 

 

 

E.結論 

効果的な HIV 検査の普及啓発の一助として、

ウェブサイト 「 HIV 検査・相談マップ」

（https://www.hivkensa.com）を運営し、保健所

等 HIV 検査相談施設の最新情報や HIV 検査に関

する基礎知識等の情報を継続的に提供した。また、

アクセス解析から、利用状況や閲覧ページの動向

等を調査した。今年度も新型コロナウイルス感染

症流行による保健所等 HIV 検査中止等の実施状

況調査を行った。 

2022年のサイト訪問数は、約 112万件であり、

前年と比較して 8％の増加となった。その要因と

しては、2020 年 1 月以降の新型コロナウイルス

感染症流行が 2022 年も継続したが、3 月にまん

延防止等重点措置が終了となり行動制限が緩和

されたこと、梅毒感染者数の急増により、梅毒関

連報道が増加したことから、当サイトの閲覧数が

増加したと考えられた。また、保健所等 HIV 検

査の中止・縮小割合は、感染流行の第 7 波の収束

や 9 月 26 日からの全数届出の見直しにより、10

月以降は低下し、HIV 検査相談事業の再開が進ん

だと思われた。 

保健所等アンケート調査結果から、保健所 HIV

担当者は当サイトを見たことはあるが、新型コロ

ナウイルス感染症対応による HIV 検査中止・縮

小等により、当サイトの HIV 検査相談事業への

役割が認識しづらかったと思われた。今後、保健

所検査が再開した際の動向に注視したい。 

 

（サイト URL・掲載情報転載依頼） 

1．医学書院『耳鼻咽喉科・頭頸部外科』編集室、

総説「≪口腔・咽頭・唾液腺の検査≫ 性感

染症の検査」で「HIV 検査まめ知識」ぺージ

の＜HIV 感染とウイルスマーカー＞の図を掲

載 

2．NPO 法人ピルコン、啓発資材①緊急避妊薬の
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啓発パンフレット、②性の健康教育教材キッ

ト・カード型教材、で当サイト URL を紹介 

3．国立国際医療研究センター国際医療協力局、

冊子「日本ではたらくベトナム人のための健

康ハンドブック」でベトナム語ページ（ベト

ナム語相談窓口）を紹介 

4．株式会社童夢、KADOKAWA より出版の児童
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